
編

集

後

記

青

木

孝

夫

広
島
事
術
学
会
も
十
四
年
目
に
入
り
、
会
員
数
は
二
百
三
十
四
名
、
年
報
の

『
璽
術
研
究
』
も
第
十
三
号
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
広
島
の
外
か
ら
の
参
加
も
普

通
の
こ
と
と
な
っ
た
。
大
会
・
例
会
の
発
表
者
で
も
大
島
氏
は
九
州
か
ら
真
野

氏
は
東
京
か
ら
八
田
氏
は
島
根
か
ら
の
来
広
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の

グ
ン
タ
l
・
グ
パ
ウ
ア
氏
は
広
島
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
滞
在
中
で
あ
っ
た
。

今
回
は
大
会
、
例
会
の
発
表
者
だ
け
で
叩
名
を
越
え
る
寄
稿
予
定
者
が
い
た
。

大
会
活
動
に
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
武
藤
三
千
夫
氏
、
谷
藤
史
彦
氏
、
赤
坂

梢
氏
の
寄
稿
は
、
第
十
三
回
大
会
で
の
発
表
に
依
る
。
八
回
典
子
、
須
崎
朝
子
、

ゲ
パ
ウ
ア
教
授
の
発
表
を
訳
し
た
樋
口
聡
、
吉
本
由
江
、
以
上
の
四
氏
の
原
稿

は
例
会
発
表
に
依
る
。
亀
井
克
朗
氏
、
真
野
宏
子
氏
な
ら
び
に
知
念
理
氏
の
投

稿
は
次
の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
昨
年
の
大
会
で
発
表
さ
れ
た

崖
朱
延
氏
の
原
稿
を
翻
訳
し
た
大
山
範
子
氏
の
原
稿
を
含
め
て
、
都
合
八
本
の

掲
載
と
な
っ
た
。
こ
の
八
本
は
、
い
ず
れ
も
レ
フ
ェ
リ
ー
制
度
に
よ
る
査
読
を

経
た
上
で
の
掲
載
で
あ
る
。

こ
の
度
、
官
村
亨
、
青
木
孝
夫
、
樋
口
聡
、
長
田
年
弘
の
四
名
が
新
任
の
編

集
委
員
と
な
っ
た
。
前
委
員
長
の
敷
か
れ
た
路
線
を
継
承
し
つ
つ
、

I
T
革
命

を
は
じ
め
と
す
る
時
代
の
新
た
な
流
れ
か
ら
浮
上
し
た
課
題
|
|
ホ

l
ム
・

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
、
投
稿
規
定
の
見
直
し
等
|
|
に
対
応
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
編
集
の
仕
事
自
体
が
そ
の
形
と
意
味
を
変
え
つ
つ
あ
る
現

代
に
於
い
て
、
年
報
・
会
報
の
発
行
を
継
続
し
、
広
島
か
ら
国
の
内
外
に
向
け

て
の
意
義
あ
る
情
報
の
発
信
ま
た
受
信
を
目
指
す
た
め
に
も
、
編
集
事
務
局
の

情
報
体
制
の
充
実
や
能
力
の
拡
充
が
望
ま
れ
る
。
会
員
諸
氏
の
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
し
た
い
。

末
尾
な
が
ら
前
委
員
長
の
水
島
裕
雅
委
員
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
敬

意
を
表
明
し
た
い
。

(
あ
お
き
・
た
か
お

広
島
大
学
)
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